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第 8 回「がんと就労」勉強会
日時： 平成 23 年 11 月 9 日（水）午後 6：30 ー 8：30（6：15 受付開始）
場所：主婦会館プラザエフ 4 階会議室「シャトレ」（JR 四ッ谷駅麹町口から徒歩 1 分）
会場アクセス　http://www.plaza-f.or.jp/access_index.html

第 8 回勉強会は、財団法人主婦会館と本研究班の共催で開催いたしました。

「がんと就労」勉強会について

この勉強会は、厚生労働省がん臨床研究事業（Ｈ22－がん臨床－一般－008）
「働くがん患者と家族に向けた包括的就業支援システムの構築に関する研究」班
の活動の一環として、隔月で開催されております。
オープン参加ですので、どのようなお立場の方でもご参加いただけます。がんと就
労について、さまざまな視点から広く話し合うフォーラムづくりを目指しています。



目次

第一部　 キンバリー・フォーサイス・フェリスさん
　　　　 非営利支援団体の資金調達と効果的な運営について
　　　　  ………………………………………  p 1

第二部　 総合討論 …………………………… p 19

第 8 回「がんと就労」勉強会
日時： 平成 23 年 11 月 9 日 ( 火）午後 6：30 ー 8：30（6：15 受付開始）
場所：主婦会館プラザエフ 4 階会議室「シャトレ」（JR 四ッ谷駅麹町口から徒歩 1 分）
会場アクセス　http://www.plaza-f.or.jp/access_index.html

「がんと就労」勉強会について

この勉強会は、厚生労働省がん臨床研究事業（Ｈ22－がん臨床－一般－008）
「働くがん患者と家族に向けた包括的就業支援システムの構築に関する研究」班
の活動の一環として、隔月で開催されております。
オープン参加ですので、どのようなお立場の方でもご参加いただけます。がんと就
労について、さまざまな視点から広く話し合うフォーラムづくりを目指しています。



第一部 

　キンバリー・フォーサイス・フェリスさんのプロフィール

　小児がんで亡くなったタイラー・フェリスの母で、小児がん患者支援
活動を行うために東京で設立されたタイラー基金の理事長。夫のマーク
とともに、活動の企画・運営に従事。
　夫妻の長男タイラーは、生後 1 ヵ月にも満たない時に急性リンパ性白
血病と診断され、2 歳を目前にして旅立った。マークとキム夫妻は、タイ
ラーを失った悲しみの中、つらい闘病生活にも笑顔を絶やさなかった小
さなタイラーがいかに勇気にあふれていたかに気づき、自分たちのつら
い経験が、苦しみを背負っている小児がん患者の子どもたちとその家族
のためにポジティブに役立つにちがいないと考え、基金を設立した。
　日本の医療レベルは世界で最も進んだものであるが、患者のサポート
という面ではまだ立ち遅れている部分もある。タイラー基金は、日本に
おける患者のサポートを問い直し、告知から治療、退院後までを全面的
にサポートするシステムを整えたいと活動している。

1987 年　米国 ヴァージニア大学教養学部 数学専攻卒業
1989 年　  同   技術・応用科学学部修了 理学修士
1990 年　来日

　キンバリー・フォーサイス・フェリス
Kimberly  Forsythe-Ferr is

タイラー基金　理事長

（通訳）内田スミス あゆみ

非営利支援団体の資金調達と効果的な運営について
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スライド 1 スライド 2

はじめに ― 喪失の悲しみをポジティブに変えるために

　本日、日本語でスピーチできずたいへん申し訳ございませんが、英語でやらせていただきます。本日は

まずタイラー基金（The Tyler Foundation）の歴史に触れ、どうして基金を設立し、現在どのような状況に

あるかをお話ししたいと思っています。

　幸い、現在タイラー基金はうまく軌道に乗っています。その成功の理由である日米のチャリティに関す

る考え方のちがいや、アメリカあるいは西欧的なアプローチについて述べ、あわせて、どうやって成功に

導くことができたか、われわれが現在どうやって資金調達しているかを具体的にお話ししたいと思います。

　タイラー基金が設立された理由は、私の息子タイラーの美しい笑顔と彼の闘病経験に拠るものでした。

写真（スライド1）の子どもは娘のタリーとタイラーの2人の写真で、タリーは当時2歳半でしたが、今、彼女

も11歳になりました。タイラーは生まれて1ヵ月後に白血病であることがわかりました。それも非常にむず

かしい状態でした。この写真はちょうど彼が生後5ヵ月になった時の写真です。

　タイラーは残念ながら2歳を目前に亡くなりました。夫のマーク・フェリスと私は、この受け入れがたい

現実・子どもを亡くしたという悲しみを肯定的な、ポジティブなかたちに変えていこうということで、ひとつ

の組織を創りあげることを考え、そしてそれは非常に強い確信に変っていきました。

　タイラー基金は日本では非常に珍しいと言われることが多いのですが、われわれのような活動はアメ

リカ、オーストラリア、ヨーロッパではけっして珍しいものではありません。どのような主要都市でもタイラ

ー基金のような組織は必ず1つはあると思います。われわれの日本での挑戦は、日本ではまだ珍しいと言

われている、小児がん患者およびその家族の支援が、標準的な、当たり前のものだと定義されるような活

動になっていくように頑張っています。

小児がん治療とサポートのあるべき姿とタイラー基金の主たる活動

　会場におられるみなさまは小児がんおよびその問題についてよくご存じだと思いますが、一般的には、

日本の方がたに小児がん患者の話をすると「どうして支援活動が必要なの？」と言われることが多いです。

したがって私は小児がん患者を取り巻く問題をみなさんにわかってもらうことを主体として活動を続けて

います。


